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著者の大塚直先生には，すでに環境法の体系書『環境法』（現在第 3版。有斐閣，2010 年）
がありますが，本書はそれと異なり，「教科書」であることに徹した作りとなっています。
重要用語がゴシック体で，また重要センテンスがアンダーラインで示されるなど視覚的な配

慮がなされているほか，各所に基本事項を問う「Q」が配置され，読者は，それに答えることを意識し
ながらメリハリを付けて読み進めることができます（「→」で示した発展的問題については，本書の中
にヒントが隠されていますから自ら考えてみて下さい）。
　編集担当者としてひしひし感じますのは，環境法をめぐる世の中の動きの激しさです。福島第一原発
事故をきっかけに，放射性物質による環境汚染も，他の環境汚染と同じく環境法体系下で取り扱われる
ことになりました。また，本書の校正段階でも，環境法令の改正が相次ぎ，水俣病認定に関する最高裁
判決も出ました。
　法曹や公務員を目指すにしても，あるいは企業で働くにしても，環境法の知識は今後ますます不可欠に
なっていくと思います。ぜひ最新・最先端の内容が凝縮された本書で，環境法の基礎を学んで下さい。（S）
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学習上の重要ポイントがはっきりわかります。


